
 

 

 

 

 

◇◇第２回学校評価保護者アンケートへのご協力ありがとうございました◇◇◇◇◇◇◇ 

 昨年１２月、保護者の皆様方にご協力いただきました、第２回学校評価保護者アンケートの結果をお

知らせいたします。１回目（７月）同様に、肯定的な回答を多くいただいた質問項目もありましたが、

数値や割合だけで捉えるのではなく、いただきましたご意見や要望、日頃の活動の中でいただく声を受

け止めて改善点や課題を見出し、来年度の学校運営に活かして参りたいと思います。お忙しい中、回答

へのご協力をいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○すべての質問項目に対して「あまりそう思わない」「そう思わない」の回答があります。生徒皆さんが 

前向きに登校し、安心して過ごせる学校づくりが進められるよう考えていますが、【1】のように「そ

う思わない」の回答があることを改めて認識すると共に、生徒の様子から充実した学校生活を送られ

ていることが見て感じられるよう努めて参りたいと思います。 

○【2】・【3】は学習に係る質問項目です。授業について「分からない」「分かりにくい」という内容の記

述が、生徒・保護者とも１回目のアンケートから見られています。個々の生徒に寄り添った授業づく

り、授業改善を引き続き積み重ねていきます。「先生に聞いてみたら？」というお声がけをしていただ

いているご家庭もあるとお聞きし、大変ありがたいです。職員室等へ質問に来る生徒の姿も時折見ら

れますが、【6】・【7】の質問項目にも係ってくる部分として、教師側も聞きやすい、質問しやすい雰囲

気・授業づくり、生徒とのかかわりが必要になると考えます。また、家庭学習については、主体的に

取り組める内容改善を今後も考えると共に、生徒自身が時間の使い方について見通しを持つことがで

きるような方法（生活ノートの在り方）や手段（学校生活の日課）を検討しています。【8】にも係る
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帰宅後や休日の過ごし方については、保護者の皆様も気にかかる部分が大きく、特にゲームやスマホ・

タブレット等含め、メディア機器とのかかわり方については課題となっています。２月には、「子ども

とメディアやまのうち研究委員会」協力のもと、「メディアコントロール週間」が計画されています。

ご家庭により状況に違いはありますが、メディア機器との向き合い方について、改めて生徒、保護者、

学校が一緒に考える機会となりますよう、ご理解をお願いいたします。 

○【4】について、３年生はいよいよ実際の進路選択、受験の時期を迎えています。７月のアンケートで

は「本人の学校での様子が分からず、進学に対しての改善点やアドバイスが欲しい」との声があり、

個別懇談会ばかりでなく、生徒の様子について日頃からの情報共有や不安や心配なことはいつでもご

相談いただく旨のご協力、お願いをさせていただいたところです。今年度の公立高校入試も、前期選

抜に学力検査、後期選抜に面接が導入される等変更があります。また、進路選択の幅も広がり、受験

方法も多岐に渡ってきています。今後は、高校の統合や再編も視野に入れて検討する必要があるかも

しれませんので、より一層学年・学級 PTAや学年通信、進路通信等で情報共有に努めていきたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇【5】に係わって７月のアンケートまとめにも記述しましたように、ESD学習、学校祭等、コロナ禍 

を経て中学生が地域の方々とかかわる機会が増えています。例えば ESD学習のつながりから、「ステ 

ーションクリーンプロジェクト」に２年生有志が参加、吹奏楽部は、町の複数のイベントで演奏させ 

ていただき、貴重な発表の場となった等です。このような取り組みや活動を、「ふるさとに誇りをもつ

生徒」として成長できるよう大切な機会ととらえて、今後も取り組んでいきたいです。より一層学校

や地域のことに関心を高める取組につながりますよう、引き続き保護者、地域の皆様のご協力をお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇【6】【7】【10】は、教職員の生徒へのかかわり方や対応、取組に係る質問項目です。学校や教職員の 

対応から「不公平」や「不平等」と感じている保護者、生徒がいると考えられる記述が見られました 

。７月アンケートでも「手助けが欲しくても上手く伝えられない生徒は置いてきぼりになっているの 

ではないか」というご意見をいただいております。【1】【2】【3】にも係り、生徒皆さんとのかかわり 

方については、毎回の職員会議や連絡会で話題とし研修も重ねておりますが、学校、教職員の継続し

た課題と考え、日頃から改善に取り組んでいきます。また、アンケートの実施や結果だけに頼らず、

生徒の困り感や悩みを早期に把握するため、直接の対話を大切にしながら、いじめ・体罰の予防・防

止に努めたいと思います。お気づきのことがございましたら、遠慮なく学校までご連絡ください。 

○【9】に係り、プリント類の配付方法、生徒の様子や学校の取組を把握していただける機会の設定や環 

境づくりについては、今後も検討していきます。現在、情報共有手段のひとつとして活用している「オ 

クレンジジャー」ですが、４月から他社のシステムに変更となる予定があります（欠席連絡もそのシ 

ステム内で出来るようになります）。在校生、新入生の保護者様には、改めて登録していただく等のお 

願いをすることになります。詳細につきましては今後お伝えしていきますのでご承知おきいただき、 

ご理解とご協力をお願いいたします。                    

保護者の皆様へ（お願い・お知らせ）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

○県内ではインフルエンザ警報が発表されています。体調管理、予防には十分気を付けて過ごせるようご

協力をお願いいたします。日暮れの時間は遅くなっていますが、できる限り複数で登下校する、」交通

ルールを守るなど、引き続き安全面に気を付けましょう。 

 

 

◎「いじめ・人権・セクハラ・体罰」 

相談窓口は校長室・保健室・心の教室です 

校長室、保健室、心の教室を相談窓口として設置しています。何か困った

ことがあったら相談できる場所です。一人で悩まずに相談してみましょ

う。保護者の方もご利用ください。 
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℡ 0269-33-3604 

Fax 0269-33-8438 

◎「非違行為防止研修」に取り組んでいきます 

地域に信頼される安心・安全な学校づくりを目指して、年間を通して取り組ん

でまいります。１月は安全運転の実施、事例から体罰等非違行為の防止につい

て研修しました。 


